
グリーンランド百科事典 2014/08/28付最新

大項目 質問 解説 写真１ 写真２

北極圏に属するグリーンランド

(北極環境
かんきょう

研究コンソーシアム・国立

極地研究所提供
ていきょう

）

グリーンランドの地図

夏の海岸の風景

撮影：Franziska Mahler　2007年9月

（グリーンランド観光局提供
ていきょう

）

冬の内陸の風景（オーロラ）

撮影：2011年10月末

（グリーンランド観光局提供
ていきょう

）

グリーンランドの夏景色

撮影：Arne Fleischer　2008年7月

（グリーンランド観光局提供
ていきょう

）

海に迫
せま

る氷河

撮影地：東グリーンランド

撮影：Magnus Elander　2006年8月

（グリーンランド観光局提供
ていきょう

）

青色の海氷

撮影地：パーミュート

撮影：Angu Motzfeldt　2011年4月

（グリーンランド観光局提供
ていきょう

）

グリーンランドの氷河

撮影：2011年10月

　（グリーンランド観光局提供
ていきょう

）

ホッキョクグマ

撮影：Henrik Hansen　2008年5月

（グリーンランド観光局提供
ていきょう

）

ホッキョクギツネ

撮影：Staffan Widstrand

（グリーンランド観光局提供
ていきょう

）

タカ

撮影：Aqqa Rosing-Asvid　2012年4

月

（グリーンランド観光局提供
ていきょう

）

セイウチ

撮影：Magnus Elander　2012年12月

（グリーンランド観光局提供
ていきょう

）

ザトウクジラ

撮影：Arne Fleischer　2006年9月

（グリーンランド観光局提供
ていきょう

）

ホッキョクイワナ

撮影：Dan Back Kristensen　2012年

8月

（グリーンランド観光局提供
ていきょう

）

グリーンランドの寒さはとても厳
きび

しいため、生き物はあまりいないのでは？と思

うかもしれません。しかしここには、おどろくほど多様な動物や鳥、魚が生息し

ています。

海には､アザラシやセイウチ、クジラ、イッカク、シロイルカ、サケ、オヒョウ、ア

マエビなどがいます。また、川にはホッキョクイワナなどの魚が多く生息してい

ます。アザラシなど海獣
かいじゅう

の肉や脂肪
し ぼ う

、魚はグリーンランドの人びとの重要な食

料源
げん

となり、また、アザラシやセイウチの皮は衣類や綱
つな

をつくる貴重な材料とな

りました。

5

4

1

グリーンランドについ
て

グリーンランドはどこにありますか。
グリーンランドは、大西洋の北西部、北アメリカから見るとその北東沖

おき

にあり、

北極圏
ほっきょくけん

に属しています。面積は約216万平方キロメートル(日本の約6倍)で、約

80%以上が氷に覆
おお

われる、世界最大の島です。

2

グリーンランドはなぜ「緑の大地」と呼
よ

ばれているのですか。

中世の温暖
おんだん

期（10世紀～14世紀）、グリーンランド南西部の沿岸
えんがん

部には草が生
お

い茂
しげ

っていました。当時、グリーンランド南西地域
ち い き

に入植したノース人(バイキン

グ)は、そこを「緑の大地」と呼
よ

びました。現代の「グリーンランド」という島名は、

その時の名称
めいしょう

に由来しています。

グリーンランドはどんなところですか。

3

グリーンランドの南端
なんたん

は北緯
ほ く い

60度ぐらいにあり、地球の北方に位置していま

す。カラーリットが住んでいる場所は永久凍土
と う ど

が広がり、高木が育たないとても

寒いところです。1年のほとんどは雪と氷におおわれていますが、夏になると沿
えん

岸
がん

部では地表が姿
すがた

を現します。高緯度
こ う い ど

にあるため、夏は太陽が沈
しず

まない白夜

が、冬は太陽が昇らない長夜が続きます。首都ヌークの1月の平均気温はマイ

ナス4.6度、7月は7.4度です。北に行くにしたがい温度はさらに下がります。

グリーンランドの80%をおおう氷は、厚いところでは3,000メートル以上もの厚さ

があります。しかし、最近は地球温暖化
お ん だ ん か

の影響
えいきょう

で、氷河が溶
と

けだしています。

人間にとって、グリーンランドの自然環境
かんきょう

は厳
きび

しいかもしれません。しかし、そ

のような環境のもとで陸にはホッキョクグマや野生トナカイ、ジャコウウシ、ホッ

キョクギツネ、ホッキョクウサギなどの動物が多く生息しています。グリーンラン

ドの人びとはこれらの動物の肉を食料とし、その毛皮で衣類や袋
ふくろ

などをつくっ

て生活をしてきました。また、グリーンランドにはホンケワタカモやシロフクロ

ウ、タカなどの鳥も多く生息しています。

陸にはどんな生き物が住んでいます
か。

グリーンランドの自然

海や川にはどんな生き物が住んでい
ますか。
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大項目 質問 解説 写真１ 写真２

現在のグリーンランドでは、カラーリットの言葉（グリーンランド語）とデンマーク

語が話されています。グリーンランド語は、学問的にはエスキモー・アリュート

語族に属するエスキモー語のひとつで、複数の方言が存在
そんざい

します。

現在の公用語はグリーンランド語の西部方言である「カラーリスット」ですが、こ

のことばには雪や氷を表す名詞
め い し

が50以上もあります。しかし、カナダのイヌイッ

ト語と同じく「雪一般
いっぱん

」を指す単語はなく、その代わりにさまざまな状態の雪を指

す単語が多数あります。また、「あそこ」、「ここ」、「そこ」のような指示語がとて

も細かく決められていて、動物の動きやいる場所を上手に言い表すことができ

ます。

■西部方言「カラーリスット」で雪を表すことば

apirlaat　（アピルラート）　新たに降
ふ

った雪

apusiniq （アプシニック）雪の吹
ふ

きよせ

aput （アプット）　地表に積もった雪

aputitaq （アプティタック）冬に積もり､夏になっても溶
と

けないで残っている雪

mangiggal （マンギガル）固まった状態の雪

nittaalaq （ニッターラック）空中が雪でいっぱいの状態

nittalaaqqat （ニッタラーカット）かたい雪粒
つぶ

pukak （プカク）かたくなった積雪の表面

putsinniq （プティニック）氷上に積もったしめった雪

qaniit （カニート）　降っている状態の雪

qanipalaat （カニパラート）　羽毛のような降雪
こうせつ

sullarniq　（スラルニック）　（入り口などに）吹
ふ

き込
こ

んだ雪

など．．．

グリーンランドのイヌイット女性たち

撮影地：タシラック

撮影：Frederik Carl Peter Rüttel　1899年

(グリーンランド国立博物館・文書館提供
ていきょう

、KNK1874F050)

グリーンランドのことばはどのようなも
のですか。

6

エスキモーとイヌイットの違
ちが

いは何で

すか。

かつて北アメリカ極北地域
ち い き

に居住する人たちは、「エスキモー」と呼
よ

ばれていま

した。エスキモーとは、アルギンコン語族のクリー語やオジブェ語で、「生肉を

食べる」や「生肉を食べる人びと」を意味します。

1970年代以降
い こ う

、各地で自称
じ し ょ う

（民族に属する人びとが自ら名のっている名称
めいしょう

）を

民族名にする動きが出てきたことにより、「エスキモー」という他称
たしょう

をやめ、アラ

スカ南西部ではユピート(ユピック)、アラスカ北西部ではイヌピアット（イヌピアッ

ク）、カナダ西部極北地域では「イヌヴィアルイット」、カナダ中部・東部極北地

域では「イヌイット」、グリーンランド北西部では「イヌフイット」などの名称を使用

するようになりました。

現在、グリーンランドに住むイヌイットの人びとは自分たちのことをグリーンラン

ド人を示す「カラーリット」と呼んでいます。なお、極北民全体を指すときには、

「エスキモー」や「イヌイット」が使われています。

エスキモーの分布地域
ち い き

出典：C. Waldman著 Atlas of the North American Indian  (1985年、Facts

on File Publications), 42ページ

7

「カラーリット」とは誰
だれ

ですか。 グリーンランドでは、グリーンランドのイヌイットのことを「カラーリット」と呼
よ

びま

す。（私
わたし

たちの耳には、「カラーリッシュ」に聞こえます。）

カラーリットとはグリーンランドのイヌイットの言葉で「グリーンランド人」を意味

し、デンマークからの入植者の血をひくイヌイットも含
ふく

みます。グリーンランドに

は約5万7千人の人が住んでいますが、イヌイット系
けい

の人々の総人口は約5万

人です。残りの約7千人はデンマークやその他の国々から来てグリーンランド

に住んでいる人びとです。この百科事典の中にでてくるカラーリット(グリーンラ

ンド人)は、イヌイット系の人々のことを指します。

グリーンランドのことば
写真なし

8

9

グリーンランドのことばに文字はあり
ますか。

グリーンランドの先住民のことばは話しことばのみで、文字はありませんでし

た。しかし、18世紀にデンマーク人が入植した時にデンマーク語を持
も

ち込
こ

んだ

結果、グリーンランドの先住民のことば（グリーランド語）を、アルファベットを用

いて書きあらわすようになりました。

３ヶ国語の表記がある雑誌
ざ っ し

上からグリーンランド語、デンマーク語、英語

出典：雑誌Suluk、2013年5号、74ページの一部

エスキモーとイヌイット
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大項目 質問 解説 写真１ 写真２

考古学の研究によると、グリーンランドには今より約4500年も前から人間が生

活していました。彼
かれ

らはアラスカからカナダ極北地域
ち い き

を経て、グリーンランドに

到達
とうたつ

した人びとでした。その後のグリーンランドの文化史は考古学者Bjarne Gr

ønnow博士によると、次の表１のように分類できます。

（表１の挿入）

考古学の研究によると、サッカック文化、ドーセット文化とチューレ文化の間で

は狩猟
しゅりょう

道具や住居に大きな違
ちが

いが見られます。最近のDNA研究によって、こ

れらの文化の担
にな

い手
て

の間には血のつながりがないことが分かってきました。そ

してこれらの変化は､地球の温暖化
お ん だ ん か

と寒冷化によってひきおこされたと考えられ

ています。

ノース人の教会跡

撮影：David Trood　2010年8月

（グリーンランド観光局提供
ていきょう

）

「赤毛のエリック」が上陸したグリー
ンランド南部のカッシアグスク

宣教師エゲデが到来
とうらい

し、最初に住んだ場所

撮影地：ヌークの近く

撮影：岸
きし

上
がみ

伸
のぶ

啓
ひろ

　2013年10月

13

ノース人の活動跡
あと

撮影：2007年9月

　（グリーンランド観光局提供
ていきょう

）

10

グリーンランドにおける
人びとの歴史 グリーンランドにはいつから人が住ん

でいますか。

12

グリーンランドにヨーロッパ人が初め
てやってきたのはいつですか。

グリーンランドに上陸した初めてのヨーロッパ人は、殺人を犯し、アイスランドを

追放された「赤毛のエリック」という人物です。彼
かれ

は982年にグリーンランドの南

西部にたどり着きました。追放の刑期
け い き

があけたエリックはアイスランドに帰り、

グリーンランドへの入植者を募
つの

り、再びグリーンランドにもどってきます。彼らは

ノース人(バイキング)と呼
よ

ばれ、気候が比較的
ひ か く て き

温暖
おんだん

であった986年から1450年

ごろまでグリーンランド南西部で羊、山羊、牛、馬、豚
ぶた

の牧畜
ぼくちく

や、大麦や飼料用

の干
ほ

し草
くさ

の栽培
さいばい

、アザラシ猟
りょう

などを営み生活をしていました。ヨーロッパからグ

リーンランドのノース人の間にキリスト教が伝わったのは1000年ごろです。今で

も彼らが生活していた地域
ち い き

には教会跡
あと

が残っており、観光名所のひとつとなっ

ています。

14

デンマーク人との出会いはイヌイット
にどのような変化をもたらしましたか。

デンマーク・ノルウェー連合王国は、グリーンランドのノース人（バイキング）の

その後の状況
じょうきょう

を調べるために、そしてキリスト教を布教するために、1721年に

宣教師
せんきょうし

ハンス・エゲデをグリーンランドへと派遣
は け ん

しました。

エゲデらはイヌイットにキリスト教を広め交易を行うとともに、グリーンランドを

植民地化していきました。また、デンマーク人との接触
せっしょく

によってイヌイットの間

に伝染
でんせん

病が広がり、人口が急激
きゅうげき

に減少しました。その後、デンマーク人はイヌ

イットを政治的および経済
けいざい

的な面で支配するようになります。そして、現在でも

グリーンランドは政治的にはデンマークの一部です。

700年から1300年ごろにかけてグリーンランドの北西地域
ち い き

には後期ドーセット文

化を担
にな

った人びとが住んでいました。そして1200年ごろにはチューレ・イヌイット

がグリーンランドに到来
とうらい

しました。彼
かれ

らはおもに北方の寒い地域に住み、狩猟
しゅりょう

や漁労で生計を立てていました。ヨーロッパからの入植者であり、986年から

1450年ごろまでグリーンランド南西部に住んでいたノース人（バイキング）は、

北方に住む彼ら（後期ドーセット人やチューレ・イヌイットら）と同じ地域に住ん

だり、婚姻
こんいん

をむすぶことはありませんでしたが、交易は行っていました。

1300年ごろまで、ノース人は銅や鉄などの金属(製品)とひき替
か

えに後期ドー

セット人からセイウチやイッカクの牙
きば

を入手していました。入手した牙はヨーロッ

パに送られ、キリスト教の司教が持つ杖
つえ

の上部の装飾
そうしょく

などに利用されていまし

た。しかし、アフリカからヨーロッパに象牙
ぞ う げ

が入ってくるようになると、海獣
かいじゅう

の牙

の需要
じゅよう

は急激
きゅうげき

に低下しました。

チューレ・イヌイットがグリーンランドに到来して以降、ノース人は彼らとも一定

の距離
き ょ り

を置きながら交易をはじめました。ノース人からチューレ・イヌイットに

は、ガラス製ビーズと金属類、布地が渡
わた

り、それらと交換
こうかん

にチューレ・イヌイット

からは海獣の脂肪
し ぼ う

油や野生トナカイの毛皮、イッカクやセイウチの牙が送られ

ました。ノース人との交易がきっかけとなり、グリーンランドの人びとはヨーロッ

パ経済
けいざい

と関係を持つようになったのです。

しかし、寒冷化が進み農牧が難
むずか

しくなった15世紀初頭にノース人はグリーンラ

ンドからこつぜんと姿
すがた

を消しました。それにより、先に述べたような交易もなくな

りました。

現在のカラーリット（グリーンランド・イヌイット)の直接の祖先は、1300年ごろ

（約800年前）にアラスカ沿岸
えんがん

からカナダ極北地域
ち い き

を経てグリーンランドに到達
とうたつ

しました。彼
かれ

らの文化は「チューレ文化」と呼
よ

ばれています。彼らはウミアック

（大型
おおがた

の皮
かわ

舟
ぶね

）を使って漁をする捕鯨
ほ げ い

民であり、彼らの文化が現代のカラーリッ

トの基
もと

となっています。

その後、地球はだんだんと寒冷化し、北極海周辺の海域
かいいき

では鯨
くじら

が生息する場

所が少なくなります。このため捕鯨文化は変化していき、鯨以外の生き物を獲
えも

物
の

とする狩猟
しゅりょう

を強いられるようになりました。そしてさらに寒冷化が進んだ今か

ら約500年前、彼らの生活は、移動手段
しゅだん

として犬ぞりを使い、雪の家(イグルー)

をつくり、生肉を食べるという様式に変化します。「グリーンランド・イヌイット文

化」のはじまりです。

グリーンランドには今から4500年前にすでに人が生活していたのですが、DNA

分析
ぶんせき

によると彼らと現代のカラーリットの人びとの間には血のつながりがないこ

とが分かっています。

チューレ文化の遺跡
い せ き

撮影地：ヌーク周辺

撮影：岸
きし

上
がみ

伸
のぶ

啓
ひろ

　2013年10月
11

カラーリット（グリーンランド・イヌイット)

の文化の起源
きげん

はいつですか。

ノース人(バイキング)は、他の人びと

（後期ドーセット人やチューレ・イヌイッ

トら）とどのように接していましたか。
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大項目 質問 解説 写真１ 写真２

グリーンランド政府の国旗

赤は太陽、白は氷山を象徴
しょうちょう

し、氷の

大地からのぼる朝日（あるいは落

日）を表している

北極点を中心としてみたデンマーク
とグリーンランドの位置

首都ヌークの近くにある廃
はい

村
そん

撮影：岸
きし

上
がみ

伸
のぶ

啓
ひろ

　2013年10月

都市化が進んだ首都ヌーク

撮影：岸
きし

上
がみ

伸
のぶ

啓
ひろ

　2013年10月

15

デンマークとグリーンランドとの関係
はどのようなものですか。

デンマークは、18世紀後半からグリーンランドの植民地化を進めました。その

ため、永らく政治的に支配する側、される側という関係でしたが、20世紀に入

り、その関係も徐々
じょじょ

に変化し始めました。1908年にグリーンランド西部に地方

議会が設置され、1925年にその議会の権限
けんげん

が強化されました。さらに1953年、

グリーンランドはデンマークの地方と同格の地位を得、市
し

民権
みんけん

も与
あた

えられまし

た。そして1950年代から1960年代にかけて、デンマーク政府によるグリーンラ

ンド社会の急激
きゅうげき

な近代化が進められました。

さらに1979年、グリーンランドに自治政府が成立したことにより大きな転機をむ

かえます。経済
けいざい

的にはデンマークに依存
い ぞ ん

しつつも､グリーンランドは政治的な自

立化を強めていき、2007年には外交や安全保障
ほしょう

分野の発言権を獲得
かくとく

、2009

年には自治権の範囲
は ん い

を広げました。

現在でもグリーンランドはデンマークの一部ですが、デンマーク政府の理解の

もと、政治的自立性を高めつつあります。

16

イヌイットが大きな村や町、都市に住
むようになったのはいつごろですか。

チューレ・イヌイットの人びとは、ひとつもしくは複数の家族が集まった比較的
ひ か く て き

小規模
し ょ う き ぼ

な狩猟
しゅりょう

集団で分散して住んでいました。冬は海氷上に､夏は陸地に移

動し、アザラシやセイウチ、野生トナカイを狩
か

って生活していました。ところが、

第二次世界大戦後、グリーンランド社会は大きく変わっていきます。

1950年代からデンマーク政府は、グリーンランドで漁業や水産工業の産業化を

進めるために、労働力を主要な町や村に集める政策
せいさく

をとりはじめました。その

結果、人びとはへき地の村を離
はな

れ、ヌークやシシミュウト、イルリサットのような

大きな町へと移り住みました。大きな町には学校や病院、商店が増え、小さな

村とはインフラ整備や生活の利便性において大きな格差が生まれました。ま

た、1950年代から1970年代にかけて人口が急増すると、さらに大きな町への

集中化が進みました。

グリーンランドにおける
人びとの歴史
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大項目 質問 解説 写真１ 写真２

グリーンランドは、自然環境
かんきょう

や文化の違
ちが

いによって３つの大きな地域
ち い き

に分ける

ことができます。寒さが厳
きび

しい北西部、比較的
ひ か く て き

温暖
おんだん

な西部、1年を通して海氷が

多い東部に分けられ、自然条件の違いによって､異
こと

なる種類の動物や魚、鳥が

生息しています。

グリーンランドの人びとは、おもに陸や海の動物や鳥、魚をとって食料としてき

ました。また、野生トナカイやアザラシの毛皮を衣類の材料にしていました。

カヤックに乗ったハンター

撮影地：イルリサット

撮影：Christian Frederiksen　1950～

60年ごろ

（グリーンランド国立博物館・文書館

提供
ていきょう

、KNK1987FJ36）

18

現代のアザラシ猟
りょう

と野生トナカイ猟
りょう

現在、狩猟
しゅりょう

をなりわいとしているハンターは、国内で約2,500人(総人口約5万7

千人の4.4%)しかいません。グリーンランドの人びとの大半は、さまざまな仕事

につき、かせいだお金で商店から食料を買って生活しています。しかし、休日

や長期休暇
きゅうか

を利用して、食料とするためのアザラシや野生トナカイをとりに出

かける人びとも多くいます。

野生トナカイ

撮影：Aqqa Rosing-Asvid　2007年6

月

（グリーンランド観光局提供
ていきょう

）

小型漁船

撮影地：ヌーク周辺

撮影：岸
きし

上
がみ

伸
のぶ

啓
ひろ

　2008年8月

スーパーで売られているグリーンラ

ンド産のエビ

撮影地：札幌
さっぽろ

撮影：高橋
たかはし

美野梨
みのり

　2012年4月

日中、飼育小屋から出されたヒツジ
撮影地：カッシアグスク周辺
撮影：スチュアートヘンリ　2009年1
月

牧羊場で放し飼いのヒツジ
撮影地：カッシアグスク周辺
撮影：スチュアートヘンリ　2008年8
月

21

グリーンランドでは農作物を作ってい
ましたか。

北極圏
ほっきょくけん

にあるグリーンランドは、寒さが厳
きび

しいうえに土地がやせているため、農

業に向いていませんでした。しかし、気候が温暖
おんだん

だった10世紀後半から気候が

寒冷化する15世紀半ばごろまでの間、アイスランドから移住してきたノース人

（バイキング）がグリーンランド南部で大麦を栽培
さいばい

し、羊や牛、豚
ぶた

、馬の牧畜
ぼくちく

も

行っていました。

牧畜民であったノース人とは違
ちが

い狩猟
しゅりょう

採集民であったイヌイット（カラーリット）

は、牧畜や農業を行ってきませんでしたが、最近では地球温暖化
お ん だ ん か

の影響
えいきょう

もあ

り、グリーンランド南部でジャガイモやカブ、ブロッコリーを栽培
さいばい

するようになっ

ています。また、ホワイトスプルースやシベリアカラマツ、ドイツトウヒなど樹木
じゅもく

の植林もはじめています。

集落と牧草地

撮影：Mads Lumholt  2010年7月

（グリーンランド観光局提供
ていきょう

）

■北西部の狩
か

りの獲物
え も の

グリーンランド北西部には、自らをイヌフイット(Inuhuit)と呼
よ

ぶ人びとが住んでい

ます。研究者は、彼
かれ

らのことを「ポラー（北極の）・イヌイット（エスキモー）」と呼

んできました。

彼らは、季節によって異
こと

なる動物や魚、鳥をとって食料としていました。また、

野生トナカイやアザラシの毛皮は、衣類などの材料となりました。

アゴヒゲアザラシやワモンアザラシ、セイウチ、ホッキョクウサギ、ホッキョクギ

ツネは１年中を通して彼らの狩りの獲物となりました。夏にはイッカクやシロイ

ルカ、夏と秋にはホッキョクイワナがとれ、秋には野生トナカイ、春と秋にはホッ

キョクグマ、春から秋にかけてはホンケワタカモやライチョウ、ヒメウミスズメを

とっていました。

タテゴトアザラシの群れ

撮影：Aqqa Rosing-Asvid　2012年11月

（グリーンランド観光局提供
ていきょう

）

グリーンランドの生業
せいぎょう

グリーンランドでの狩猟
しゅりょう

と漁労

■西部の狩
か

りの獲物
え も の

グリーンランド西部には、自分たちのことをイヌイット(Inuit)と呼
よ

ぶ人びとが、南

部にはカラーリット(Kalaallit)と呼ぶ人びとが住んでいます。この西部地域
ち い き

の北

部、中央部、南部では、狩りの獲物にちがいが見られました。

北部では、冬から春にかけて氷上や水ぎわで、夏には海上でアザラシをとって

いました。また、夏には川や海岸でシシャモやホッキョクイワナをとり、春と夏に

は弓矢を使って野生トナカイをとることもありました。

中央部では、海が1年中凍
こお

らないため、カヤック(小型
こ が た

の皮
かわ

舟
ぶね

)を利用して海上で

タテゴトアザラシをとり、初夏にはシシャモ、夏には野生トナカイやホッキョクイ

ワナをとりました。

南部では晩春
ばんしゅん

から夏にかけて沿岸
えんがん

や島々の周辺でズキンアザラシやクジラを

とり、初夏にはシシャモ、晩夏
ば ん か

には川でホッキョクイワナをとりました。そして、

冬には海氷上でアザラシをとりました。

グジラの解体

撮影地：ナノルタリク

撮影：Aage Essemann　1915～30年ごろ

（グリーンランド国立博物館・文書館提供
ていきょう

、KNK1299F071）

■東部の狩
か

りの獲物
え も の

グリーンランド東部の沿岸
えんがん

に住む人びとは、トゥヌミウト(Tunumiut)やトゥヌアミ

ウト(Tunuamiut)と名のっていました。彼
かれ

らはアマサリク地域
ち い き

に住むグループと

スコアスビュソン地域に住むグループに分かれて生活していました。

アマサリク地域に住む人びとは、おもにワモンアザラシ、ズキンアザラシ、アゴ

ヒゲアザラシをとり、夏にはイッカクやシロイルカをとることもありました。秋には

ヒメウミスズメやハシブトウミガラス、ホンケワタカモを、春にはガンなどの鳥を

おもにとっていました。

スコアスビュソン地域に住む人びとは、ワモンアザラシやイッカクをおもな獲物

としていました。また、陸にすむジャコウウシやウサギ、オコジョ、ホッキョクギツ

ネ、ホッキョクグマなどの動物や、ヒメウミスズメやハシブトウミガラス、ガン、カ

モ、ライチョウなどの鳥をとっていました。

シロイルカ

撮影：Aqqa Rosing-Asvid　2005年6月

（グリーンランド観光局提供
ていきょう

）

現代のグリーンランドの中心的な産業は、アマエビやカラスガレイ、タラ、サケ

などの魚介類
ぎょかいるい

をとる漁業とその水産加工業です。近年、グリーンランドは日本

に大量のアマエビを輸出しており、日本国内のスーパーなどで見かけることも

少なくありません。漁船には大小さまざまな大きさのものがありますが、日本製

の魚群探知
た ん ち

機やソナー、GSPを持っている船が多く、おもに網
あみ

を使って魚やエ

ビをとっています。

現代の漁業

北極圏
ほっきょくけん

にあるグリーンランドの寒さは厳
きび

しく、牛や馬、羊の飼育はできませんで

した。また、その土地に住んでいる野生トナカイやジャコウウシなどを家畜
か ち く

とし

て飼うこともありませんでした。

しかし、気候が温暖
おんだん

であった10世紀後半に、アイスランドから移住したノース人

（バイキング）がグリーンランド南部に牛や馬、羊を連れてきて、そこで牧畜
ぼくちく

を

始めました。ノース人の牧畜は、気候が寒冷化する15世紀半ばごろまで続きま

した。

ノース人とは違
ちが

い狩猟
しゅりょう

採集民であったグリーンランド人は、牧畜を行ってきま

せんでしたが、現在では、近年の地球温暖化
お ん だ ん か

の影響
えいきょう

もあり、グリーンランド南

部で羊の牧畜を行うようになっています。

グリーンランドで牧畜
ぼくちく

は行われていま

したか。

17

19

20
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大項目 質問 解説 写真１ 写真２

16世紀ごろより、スコットランドやオランダ、スペインの捕鯨
ほ げ い

船がグリーンランド

沖
おき

でクジラ漁をはじめました。捕鯨船の乗組員は沿岸
えんがん

部に住んでいたグリーン

ランド人と物々交換
こうかん

をすることもありました。グリーンランドの人びとはセイウチ

やイッカクの牙
きば

と交換にヨーロッパ人からビーズや布地、鉄製の針
はり

などを手に

入れました。そして、このころからグリーンランドの女性たちは衣服をビーズで

飾
かざ

るようになります。現代のグリーンランド人女性の正装
せいそう

着
ぎ

は、上下ともに美し

いビーズ細工がほどこされています。

伝統的な毛皮服を着た女性たち

撮影地：アバネルスアック、チューレ地区

撮影：T. H. N. Krabbe　1905～8年

（グリーンランド国立博物館・文書館提供
ていきょう

、KNK2011F049）

24

昔の夏服
グリーンランドの人びとは、夏服も冬服と同じくアザラシなどの毛皮を使ってつ

くりました。しかし、冬にとったアザラシの毛皮を使うと毛が多く暑すぎるので、

夏にとった毛が少ないアザラシの毛皮を使いました。また、夏の間の住まいと

なるテントにもアザラシの皮などが使われていました。

写真28　ドラマーと夏用テント

撮影地：タシラック

撮影：William Thalbitzer　1906年

（グリーンランド国立博物館・文書館提供
ていきょう

、KNK0732X1F083）

22

着る 昔の衣服
グリーンランドに住む人びとは、昔からアザラシや野生トナカイ、ホッキョクグマ

の毛皮を衣服の材料としてきました。ぬい糸は、野生トナカイの足の腱
けん

をほぐし

てつくりました。それらの毛皮は寒さから身を守るのにすぐれており、特にアザ

ラシの毛皮を使ったてぶくろや靴
くつ

は、水をよくはじくとともに、あたたかい空気を

逃
に

がさないため、寒さを防ぐのにぴったりでした。

伝統的な毛皮服を着た人びと

撮影地：イナーンガネック、キャプ・ヨーク

撮影：Aage Essemann　1905～15年ごろ

（グリーンランド国立博物館・文書館提供
ていきょう

、KNK1299F092）

23

昔の冬服
グリーンランドの人びとは、アザラシや野生トナカイの毛皮で冬服や冬用の靴

くつ

をつくりました。これらは寒さから身を守るための服としては世界一すぐれてい

ます。外套
がいとう

は、顔を出す部分とそで口以外にはすきまがなく、大きめにつくられ

ていました。それによって、服と体との間に暖
あたた

かい空気の層
そう

ができ、これが保

温の働きをしました。

25

女性の正装
せいそう

着
ぎ

正装した女性たち

撮影：Sofia Rossen　2011年9月

（グリーンランド観光局提供
ていきょう

）

26

現代の衣服
デンマークが植民地化を進めた18世紀後半から、グリーンランドには多くのデ

ンマーク人が移り住むようになり、ヨーロッパから木綿製布地や裁縫
さいほう

道具が輸

入されるようになりました。グリーンランドの人びとはそれらを手に入れ、それま

での毛皮だけではなく、布製の衣服をつくり、着るようになります。また、ヨー

ロッパでつくられた既製
き せ い

服も出まわるようになりました。今ではグリーンランドの

各地に縫製
ほうせい

所があり、そこでつくられた衣類はグリーンランド国外でも販売
はんばい

され

ています。

グリーンランドの若手
わ か て

デザイナーの中には、アザラシの皮とさまざまな布地を

組み合わせて、伝統服をいかした新しいファッションをつくり出している者もい

ます。

現代の服を着たグリーンランド人女性

撮影地：ヌーク

撮影：岸上
きしがみ

伸啓
のぶひろ

　2008年
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大項目 質問 解説 写真１ 写真２

アザラシの母子

撮影：Uri Golman　2008年3月

（グリーンランド観光局提供
ていきょう

）

ホンケワタカモの群れ

撮影：Aqqa Rosing-Asvid　2012年3

月

（グリーンランド観光局提供
ていきょう

）

煮
に

たき用石鍋
いしなべ

（国立民族学博物館所蔵
しょぞう

、

K0004776)

昔から食べられている地元産の魚

撮影地：カッコトック

撮影：Camilla Hylleberg　2013年5月

（グリーンランド観光局提供
ていきょう

）

魚捕
と

り

撮影地：ディスコベイ

撮影：Christian Frederiksen　1955～

56年

（グリーンランド国立博物館・文書館

提供
ていきょう

、KNK1987FC20）

アザラシを引っ張る

撮影地：イリマナック、ディスコベイ

撮影：Christian Frederiksen　1955～

56年

（グリーンランド国立博物館・文書館

提供
ていきょう

、KNK1987FB12）

マーケットで販売
はんばい

されている野生トナ

カイの肉

撮影地：ヌーク

撮影：岸
きし

上
がみ

伸
のぶ

啓
ひろ

　2008年8月

アザラシの肉料理

撮影地：ヌーク

撮影：岸
きし

上
がみ

伸
のぶ

啓
ひろ

　2008年8月

スーパーマーケットの食品売り場

撮影地：ヌーク

撮影：岸
きし

上
がみ

伸
のぶ

啓
ひろ

　2008年8月

レストランの魚介
ぎょかい

料理

撮影地：ヌーク

撮影：岸
きし

上
がみ

伸
のぶ

啓
ひろ

　2013年10月

29

伝統食の秘密
ひ み つ

グリーンランド人の伝統的な食事にはふたつの特徴
とくちょう

があります。ひとつはビタ

ミンを植物からではなく動物からとっていたということです。通常、ビタミンは加

熱によって失われてしまいます。しかし、彼
かれ

らはアザラシなどの肉や魚を生のま

ま食べることによって、その血液中にふくまれるビタミンを壊
こわ

すことなく体の中に

取りこんできました。もうひとつは、アザラシや野生トナカイの高カロリーの脂肪
しぼうぶ

分
ん

を大量に摂取
せっしゅ

し、体を中から温めたことです。

「伝統食」は、グリーンランドの人びとが極寒の地で生きぬくために受けついで

きた生活の知恵
ち え

といえます。

27

食べる 主な食料はなんですか。
北極圏
ほっきょくけん

に属するグリーンランドには、夏に実る野いちごを除
のぞ

くと、食べることの

できる植物はほとんどありません。一方、海にはアザラシやセイウチ、シロイル

カ、イッカク、ホッキョククジラ、ホッキョクグマなどの海獣
かいじゅう

類、陸には野生トナカ

イやジャコウウシなどの陸
りく

獣
じゅう

類、ライチョウやカモ、ガンなどの鳥類が多く生息

しています。また、海や河川、湖には、ホッキョクイワナなどの魚類もいます。

グリーンランドの人びとは、おもに狩猟
しゅりょう

によって得たこれらの豊富な動物の肉

や魚、そしてわずかに実る植物を食料としてきました。

28

昔の調理方法
グリーンランド人の昔の料理の基本は、「生のまま（冷凍

れいとう

をふくむ）」「煮
に

る」「発
はっ

酵
こう

させる」「干
ほ

す」でした。

アザラシの肉やホッキョクイワナは生のままで食べたり、石鍋
いしなべ

で煮て食べたりし

ました。また、セイウチや鳥の肉を発酵させたり、アザラシや野生トナカイの肉

を干したりして保存
ほ ぞ ん

食
しょく

をつくることもありました。アザラシの脂肪
し ぼ う

油にアザラシの

肉や魚の切り身をひたして食べることはありましたが、塩や砂糖
さ と う

、こしょうなど

の調味料で味付けをすることはありませんでした。

30

伝統食の今
グリーンランド北西部のシオラパルク村などに住むハンターとその家族は、今

でもセイウチやアザラシ、シロイルカ、野生トナカイの肉を好んで毎日食べてい

ます。

しかし現在、狩猟
しゅりょう

をなりわいとしているハンターは、グリーンランド国内で約

2,500人(総人口の4.4%)しかいません。また、スーパーマーケットなどの商店が

増え、さまざまな食料品を手に入れることができるようになったこともあり、以前

のようにアザラシの生肉などの伝統食を日常的に食べる家庭は減ってきまし

た。かと言って、伝統食をまったく口にしなくなったわけではありません。

西南部にある首都ヌークに住む人びとはパンやジャガイモ、魚や羊肉などを

スーパーマーケットで購入
こうにゅう

し、アザラシや野生トナカイの肉は地元の市場で購

入して食べています。また、休日や長期休暇
きゅうか

を利用して、食料とするためのア

ザラシや野生トナカイをとりに出かける人びとも多くいます。

31

現代の食事 現在のグリーンランドの町や村にはスーパーマーケットや商店があり、パンや

パスタ、牛肉、鶏肉
とりにく

、豚肉
ぶたにく

、羊肉、魚、果物、野菜、カップヌードル、コーヒー、

紅茶
こうちゃ

、ジュースなどさまざまな食料品や飲料品を買うことができます。

グリーンランドの人びとは地元でとれるアザラシや野生トナカイの肉とともに、

店で購入
こうにゅう

した食料品を調理して食べています。

近年、グリーンランド政府はグリーンランド南部でのジャガイモやブロッコリー、

カブの栽培
さいばい

や羊の飼養
し よ う

に力をいれており、これらの食材が食卓
しょくたく

にあがることも

多くなってきています。
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大項目 質問 解説 写真１ 写真２

グリーンランド人のかつての住宅
じゅうたく

撮影地：グリーンランド南部

撮影：Erik Valdemar Bruun　1923～

27年ごろ

（グリーンランド国立博物館・文書館

提供
ていきょう

、KNK2377F070）

移動式夏用テント

撮影地：カーナーク

撮影：Egon Mørck Rasmussen　1959

年

（グリーンランド国立博物館・文書館

提供
ていきょう

、KNK2259F235）

現代の住宅
じゅうたく

撮影地：ヌーク

撮影：岸
きし

上
がみ

伸
のぶ

啓
ひろ

　2008年8月

現代の高層
こうそう

アパート

撮影地：ヌーク

撮影：岸
きし

上
がみ

伸
のぶ

啓
ひろ

　2013年10月

宣教師
せんきょうし

ハンス・エゲデの銅像

撮影：ヌーク

撮影：岸
きし

上
がみ

伸
のぶ

啓
ひろ

　2008年8月

教会で式をあげる男女

撮影：2006年7月

（グリーンランド観光局提供
ていきょう

）

38

昔話
グリーンランド社会にはもともと文字がなく、話はすべて口から口へと語りつが

れていました。昔話には「動物を粗末
そ ま つ

にしたり、尊敬
そんけい

の念をもってとりあつかわ

なければ、動物の霊魂
れいこん

やそれをつかさどる主がおこり、ハンターに動物を近づ

けないようにしてしまう」などの教訓や善悪
ぜんあく

を子供たちに教える役割
やくわり

がありまし

た。

老婆
ろ う ば

は語り手

(グリーンランド国立博物館・文書館

提供
ていきょう

、KNK2743F101)

34

信じる
カラーリット（グリーンランド・イヌイット)

の間に「カミ」はいたか。

グリーンランド人は、もともとキリスト教やイスラム教のような「カミ」の考え方を

持っていませんでしたが、海に住む女神「サッスマ・アルナー」が、すべての海

の動物や鳥を支配していると考えていました。女神は、海の「動物の主」のよう

な存在
そんざい

でした。また、彼
かれ

らはすべてのものに「イヌア」（「その持ち主」を意味す

る）と呼
よ

ばれる霊魂
れいこん

がやどっており、それが人間や動物を生かしていると考え

ていました。

32

住む

36

シャーマニズム
グリーンランド人は、悪霊

あくりょう

が彼
かれ

らを襲
おそ

った場合や、彼ら自身
じ し ん

が決まりをやぶって

霊
れい

をおこらせた場合、病気になったり、獲物
え も の

がとれなくなると信じていました。そ

のような時、彼らは「アンガコック」と呼
よ

ばれる宗教的
しゅうきょうてき

職能者
しょくのうしゃ

（シャーマン）に、原

因や解決方法を聞き、助けてもらいました。

このように、シャーマンが重要な役割
やくわり

を果たす宗教のことをシャーマニズムとい

います。グリーンランドのシャーマンはドラムをつかい、さまざまな霊と交信しま

した。

グリーンランドの人びとは、19世紀前半ごろにデンマーク人から材木を入手す

るようになると、徐々
じょじょ

に木製住宅
じゅうたく

を建てて住むようになります。20世紀前半に

はデンマークから大量の木材が輸入されるようになり、木製家屋の普及
ふきゅう

が拡
かく

大
だい

しました。

20世紀半ばからデンマーク政府によってグリーンランドの近代化が進められ、

アパートのような集合住宅や近代的な住宅が建てられるようになりました。

33

ドラマー

撮影：David Trood　2010年10月

（グリーンランド観光局提供
ていきょう

）

37

キリスト教
1721年、デンマーク・ノルウェー連合王国はキリスト教を布教するために、宣教

せんきょ

師
うし

ハンス・エゲデをグリーンランドへと派遣
は け ん

しました。それ以降
い こ う

、グリーンランド

人の間にキリスト教が広まっていきました。

現在のグリーンランド人はキリスト教を信仰
しんこう

していますが、彼
かれ

らの伝統的な宗
しゅ

教
うきょう

や考え方が消え去ってしまったわけではありません。彼らは、自分たちの伝

統文化の中にキリスト教を取りこみながら、新しい文化をつくりだしてきたと考

えられています。

現代の家

海の女神の彫像
ちょうぞう

撮影地：ヌーク

撮影：岸
きし

上
がみ

伸
のぶ

啓
ひろ

　2008年8月

35

人間と動物の関係
グリーンランド人は、今でもアザラシや野生トナカイをとって食料としています。

しかし彼
かれ

らは動物をたんなる獲物
え も の

だとは思ってはいません。動物は人間のため

に自らの意志で捕獲
ほ か く

されにきてくれているのであり、感謝と尊敬
そんけい

の念をこめて

その霊魂
れいこん

（イヌア）を「動物の主」のもとに送り返すと、再び動物の姿
すがた

をして人間

のもとにもどってきてくれると信じています。 ジャコウウシ

撮影：Magnus Elander　2012年12月

（グリーンランド観光局提供
ていきょう

）

昔の家
グリーンランドの人びとは、冬には半地下式の芝土

しばつち

（植物の混じったツンドラの

表土）の家に住み、夏になるとアザラシ皮を何枚か縫
ぬ

いあわせた移動式のテン

トで生活をしていました。また、グリーンランド北西部では、冬にドーム型の雪

の家に住むこともありました。彼
かれ

らは、石ランプを用い、暖
だん

と明かりをとりまし

た。密封性
みっぷうせい

と保温性の高い芝土の家や皮製テントでは、石ランプだけで十分な

暖をとることができました。

19世紀前半ごろにデンマーク人から材木を入手するようになると、徐々
じょじょ

に木製

住宅
じゅうたく

を建てて住むようになります。しかし、大量の木材が手に入りプレハブの

家を建て始める20世紀前半までは、夏はテント、冬は半地下式の芝土の家が

主流でした。芝土の家は、補強
ほきょう

のために平らな石を積んだ壁
かべ

の上にデンマーク

から輸入された木材で屋根を葺
ふ

くのが一般的
いっぱんてき

でした。
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大項目 質問 解説 写真１ 写真２

車社会

撮影地：ヌークの近く

撮影：岸
きし

上
がみ

伸
のぶ

啓
ひろ

　2013年10月

港に停泊
ていはく

するモーターボート

撮影地：ヌーク

撮影：岸
きし

上
がみ

伸
のぶ

啓
ひろ

　2008年8月

45

グリーンランドの大学
グリーンランドの首都ヌークには高等教育を目的としたグリーンランド大学

（Ilisimatusarfik, Kalaallit Nunaata Universitetia）があります。1987年に設立さ

れ、2009年には郊外
こうがい

の新校舎に移転しました。

この大学では、人文・社会科学や教育学、看護
か ん ご

・保健学などについて学ぶこと

ができます。講義はおもにグリーンランド語かデンマーク語でおこなわれていま

す。
グリーンランド大学の校舎

撮影地：ヌーク

撮影：岸
きし

上
がみ

伸
のぶ

啓
ひろ

　2008年8月

46

グリーンランドの博物館
1960年代半ばに首都ヌーク旧市街地の海岸

かいがん

沿
ぞ

いにある倉庫群を利用して開

館したグリーンランド国立博物館・文書館（Nunatta Katersugaasivia

Allagaateqarfialu）はグリーンランドで最も古い博物館のひとつです。現在では、

約4500年間のグリーンランドの歴史を網羅
も う ら

する考古資料や現代のグリーンラ

ンド文化に関する衣服や道具類、カヤック(小型
こ が た

の皮
かわ

舟
ぶね

)、工芸品、おもちゃなど

の民族資料を展示
て ん じ

しています。また、グリーンランドに関する古文書や古写真

も多く所有しています。

グリーンランド国立博物館・文書館の建物の一部

撮影地：ヌーク

撮影：岸
きし

上
がみ

伸
のぶ

啓
ひろ

　2008年8月

首都ヌークの近くにあるキャンプ地

撮影：岸
きし

上
がみ

伸
のぶ

啓
ひろ

　2013年10月

42

自動車とボート
デンマーク政府によってグリーンランドの近代化が進められた1950年代以降

い こ う

、

グリーンランド社会は大きく変わりました。

そのころまでは、移動手段
しゅだん

として夏にはカヤック(小型
こ が た

の皮
かわ

舟
ぶね

)を、冬には犬ぞり

を使用していましたが、徐々
じょじょ

に船外機（エンジン）つきボートやスノーモービル

などを利用するようになりました。現在では、ほとんどの地域
ち い き

で、冬の狩猟
しゅりょう

には

スノーモービル、夏の狩猟や漁にはモーターボートを利用し、村や町の中の移

動には自動車を利用しています。

44

誕生
たんじょう

日
び

を祝う グリーンランドの人びとの間には、もともと誕生
たんじょう

日
び

を祝うという習慣はありませ

んでした。しかし、デンマーク・ノルウェー連合王国がグリーンランドの植民地化

を進めた18世紀以降
い こ う

から西洋歴（年月日）が導入され始め、現在では誕生日

を祝う習慣が一般化
い っ ぱ ん か

しています。誕生日当日に、誕生日の人の自宅
じ た く

をその家

族や親族、友人が訪
たず

ね、お茶を飲みながら談話するのが一般的
いっぱんてき

です。 誕生日
たんじょうび

のお祝いの様子

撮影地：パーミュート

撮影：Angu Motzfeldt　2011年8月

（グリーンランド観光局提供
ていきょう

）

現代のグリーンランド人の家族

撮影地：ヌーク

撮影：岸
きし

上
がみ

伸
のぶ

啓
ひろ

　2008年8月

39

村のくらし
現在のグリーンランドには、人口が100人以下の小さな村から2万人ちかい都

市まで大小さまざまな市町村が点在しています。

グリーンランド北西部にあるシオラパルクは、人口約70名、世帯数20あまりの

小さな村です。村には暖房
だんぼう

設備もあり、住人たちは電気も通っている近代的な

住宅
じゅうたく

に住んでいます。住人の大半は、狩猟
しゅりょう

と漁労で生計をたてていますが、近

年の気候変動の影響
えいきょう

により、狩猟中心の生業
せいぎょう

活動は厳
きび

しい事態に直面してい

ます。

シオラパルクの様子
撮影：スチュアートヘンリ　2007年9月

43

現代の村と町のくらし

家族
かつては両親や祖父母だけでなく、おじさん、おばさんらとも同居する大家族

が多かったグリーンランドですが、最近では、両親と結婚
けっこん

をしていない子供
こ ど も

たち

からなる「核家族
か く か ぞ く

」が多くなりました。また、夫婦ふたりだけの家庭や、一人ぐら

しをする人も増えています。しかし、同じ家に住んでいなくても、家族や親戚
しんせき

間

の関係は親密
しんみつ

で、訪問
ほうもん

し合ったり、助け合ったりしています。

40

町のくらし
現在のグリーンランドには、人口が100人以下の小さな村から2万人ちかい都

市まで大小さまざまな市町村が点在しています。

グリーンランド西南部に位置する首都ヌークは、グリーンランド人の3分の1にあ

たる約2万人が住む大きな町です。ヌークには大学や病院、大型スーパー、博

物館、ホテル、高層
こうそう

ビル、高層住宅
じゅうたく

などの大型施設
し せ つ

や近代的な住宅が多く立

ちならんでいます。また、バスや自動車も走っています。住人のほとんどが、会

社や役所、商店などで仕事をし、収入
しゅうにゅう

を得ています。しかし、休日や長期休暇
きゅうか

を利用して、狩
か

りや漁に行く人も多くいます。

首都ヌークのダウンタウンの様子

撮影：岸
きし

上
がみ

伸
のぶ

啓
ひろ

　2013年10月

41

キャンプ地
現在のグリーンランド人は大小さまざまな町や村でくらしています。彼

かれ

らの多く

は、日常生活をおくる住居以外に、町や村の外に一時的に滞在
たいざい

するための

キャンプ小屋を持っています。夏の長期休暇
きゅうか

や週末には、ボートやスノーモー

ビルを利用して家族や友人と小屋に行き、滞在します。また、狩
か

りや漁に行くと

きの休憩
きゅうけい

所や宿泊
しゅくはく

所としても利用しています。
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大項目 質問 解説 写真１ 写真２

けん玉

（国立民族学博物館所蔵
しょぞう

、

H0025366)

イッカクのおもちゃ

（国立民族学博物館所蔵
しょぞう

、

H0025365)

カヤックを楽しむ

撮影地：タシラックの近く

撮影：Mads Pihl

(グリーンランド観光局提供
ていきょう

)

国民的スポーツ、サッカー

撮影地：グリーンランド北部

撮影：David Buchmann　2012年8月

（グリーンランド観光局提供
ていきょう

）

50

仮面
木製仮面は娯楽

ご ら く

や儀礼
ぎ れ い

の時に身につけるものとして、また家のお守りとして使

用されていました。仮面は、近所の人や霊魂
れいこん

から本当の自分（アイデンティ

ティ）をかくすための手段
しゅだん

でした。おもにグリーンランド東部でつくられていまし

たが、所有者が死ぬと墓にいっしょに埋葬
まいそう

したり、壊
こわ

したりしたため、20世紀初

頭以前のものはほとんど残っていません。動物の皮で仮面をつくる伝統もあり

ました。

グリーンランド東部の仮面

（デンマーク王室ヘンリック・コレク

ション提供
ていきょう

）

51

ドラム
グリーンランド人は、ドラム(一面

いちめん

太鼓
た い こ

)をさまざまな目的で利用しました。歌や

踊
おど

りを楽しむ時の伴奏
ばんそう

として使用されるだけでなく、宗教的
しゅうきょうてき

職能者
しょくのうしゃ

であるシャー

マンは、霊魂
れいこん

と交信するときやトランス状態に入る時にドラムを打ち鳴らしまし

た。また、個人や集団間での争いを終わらせるための歌合戦でもドラムが使用

されました。ドラムは争いを解決するための道具の象徴
しょうちょう

でもありました。

ドラムを打つ男

撮影地：アンマッサリク

撮影：William Thalbitzer　1906年

（グリーンランド国立博物館・文書館

提供
ていきょう

、KNK0732X1F001）

49

現代の歌と遊び
1960年代以降

い こ う

、グリーンランド社会は欧米
おうべい

で流行した音楽の影響
えいきょう

を受け、ロッ

クやジャズミュージック、ラップなどが盛
さか

んになりました。現代では、テレビ番組

や映画
え い が

、インターネットなどを通して欧米の現代音楽にふれる機会もさらに増

えています。また、グリーンランドを題材としたグリーンランド語の現代音楽をつ

くるアーティストも増えてきました。

本来、狩猟
しゅりょう

や輸送、移動のために使用されていたカヤック(小型
こ が た

の皮
かわ

舟
ぶね

)は、ス

ポーツやレジャー用に製作、使用されるようになりました。その素材も皮ではな

く、グラスファイバーやポリエチレンなどの化学繊維
せ ん い

へと代わってきています。

サッカーなどのスポーツは子どもや若者
わかもの

に人気があります。また、彼らはテレ

ビやDVDビデオ、インターネット・ゲームなどを日常的に楽しんでいます。

47

グリーンランドの歌と
遊び

昔の歌
グリーンランド人は、さまざまな場面でドラム(一面

いちめん

太鼓
た い こ

)をたたきながら歌を歌

いました。ドラム歌は、娯楽
ご ら く

から争いの解決までさまざまな目的で使用されまし

た。

例えば、個人または集団間で争いがあった時、相手をけなすような歌をおもし

ろおかしくつくり、たがいに歌いあいました。一方に歌う歌がなくなったり、歌に

よって一方がうち負かされたりした場合には、負けとなりました。ドラム歌は、争

いを解決する重要な手段
しゅだん

のひとつでもありました。

ドラム歌を演奏
えんそう

する女性たち

撮影地：ヌーク

撮影： Vivi Møller-Reimer　1996年

(グリーンランド国立博物館・文書館提供
ていきょう

、KNK0229E0655F012)

48

昔の遊び
グリーンランド人の昔の遊びには、力くらべ、レスリング、カヤック (小型

こ が た

の皮
かわ

舟
ぶね

)こぎ競争、輪投げ、鬼
おに

ごっこ、弓矢遊び、かけっこ、けん玉などのように、体

をつかう遊びが多くありました。また、「あやとり」や「ままごと」などの遊びもあり

ました。

子どもたちは、ホッキョクグマやイッカクなど動物のミニチュアのおもちゃを流木

でつくったり、動物の骨
ほね

をつかってけん玉をつくったりしました。彼
かれ

らは遊びを通

して動物のことや狩猟
しゅりょう

のやり方を学んだり、狩猟や裁縫
さいほう

で必要となる手先の器

用さを訓練しました。
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52

トゥピラク像（彫刻
ちょうこく

） グリーンランドのアートとして、トゥピラクの彫像
ちょうぞう

は有名です。

トゥピラクとは、もともとは人を呪
のろ

い殺すためにシャーマンがあやつる悪霊
あくりょう

のこ

とで、目には見えないものでした。しかし、悪霊について知りたいと思ったキリ

スト教の宣教師
せんきょうし

がグリーンランド東部のアンマッサリク・イヌイットにトゥピラクの

絵を描
えが

かせたことによって、その姿
すがた

が知られるようになりました。

その奇妙
きみょう

でおそろしい姿は、多くの人びとの関心をひきました。こうした絵をも

とに、1880年代にトゥピラクの彫像が初めてつくられ、1900年代から本格的に

制作されるようになりました。そして1950年ごろから1970年代にかけて土産物

やアート作品として大量のトゥピラク像がつくられ、販売
はんばい

されたため、世界的に

知られるようになりました。現在では、グリーンランドを中心に極北地域
ち い き

の各地

で、イッカクの牙
きば

や野生トナカイの枝
えだ

角
つの

などを用いたトゥピラク像の土産品や

アート作品が制作されています。

トゥピラク像

撮影：赤阪
あかさか

友
とも

昭
あき

　2014年2月

　（高円
たかまどの

宮家
み や け

所蔵
しょぞう

）

53

現代のアート作品
グリーンランドの現代アートには、版画やビーズ細工、絵画、ガラス工芸、陶器

と う き

などがあります。グリーンランド人は、外国から新たな技法や素材をとりいれ、

それらを用いて彼
かれ

らの生活や考え、グリーンランドへの思いを表現した独自の

作品をつくりだしています。

グリーンランドはデンマークの一部ですが、1950年代以降
い こ う

、デンマークからの

完全な政治的自立を求める動きがはげしくなりました。その時期から、植民地

化された体験をもとにアイデンティティをテーマとした作品が多くつくられるよう

になりました。また、現代のグリーンランドの社会問題や政治問題をテーマにし

た作品もつくられています。美術学校や美術大学で教育を受けたグリーンラン

ド人の中には、国や民族、時間の境界を越
こ

えた、より普遍的
ふ へ ん て き

なアートを求め作

品をつくるアーティストも増えています。

美術学校での授業の様子

撮影地：ヌーク

撮影：岸
きし

上
がみ

伸
のぶ

啓
ひろ

　2013年10月

映画
え い が

監督
かんとく

マリク・クライスト

撮影地：ヌーク

撮影：岸
きし

上
がみ

伸
のぶ

啓
ひろ

　2013年10月

グリーンランド初のホラー映画
「QAQQAT ALANNGUI」

54

現代の音楽
グリーンランド人の伝統的な音楽は、ドラム(一面

いちめん

太鼓
た い こ

)をたたきながら歌うドラ

ム歌でした。17世紀になると、ヨーロッパから来た捕鯨
ほ げ い

者たちがバイオリンとア

コーディオンの音楽とダンスをもたらしました。さらにモラビア派
は

の宣教師
せんきょうし

たち

がバイオリンや金管楽器などの吹奏
すいそう

楽器をもたらしました。新しい楽器を使うよ

うになってグリーンランド人の歌とダンスのスタイルは大きく変化しました。

1960年代にはスチールギターを用いたカントリーミュージックが流行し、グリー

ンランドの独立運動が盛
さか

んになった1970年代になると政治をテーマとした歌が

歌われるようになりました。1980年代以降
い こ う

はロックやポップス、ラップが流行し、

バンドが結成されました。最近では、ニヴィ・ニールセンのような世界で活躍
かつやく

す

るシンガーソングライターも現れています。

一方、キリスト教の聖歌
せ い か

隊の伝統も受
う

け継
つ

がれています。すべての町や村に

は合唱隊があり、賛美歌だけでなくグリーンランドの自然をテーマとした歌を

歌っています。

歌手ニヴィ・ニールセン

撮影地：ヌーク

撮影：岸
きし

上
がみ

伸
のぶ

啓
ひろ

　2013年10月

グリーンランドの現代
アート

55

現代のパフォーマンス・アート 近年、グリーンランドではさまざまなアート活動を振興
しんこう

しています。そのひとつ

が演劇
えんげき

やダンスなどのパフォーマンス・アートです。本場ニューヨークブロード

ウェイ顔負けのミュージカルや演劇のほか、ダンスなどのイベントが盛
さか

んに開

かれています。伝統的な仮面に似せた模様
も よ う

を顔面に直接描
えが

き、現代音楽にあ

わせて踊
おど

る女性ダンスグループなど、グリーンランド人の伝統やアイデンティ

ティをパフォーマンスの中にとりいれ、表現するアーティストもいます。

仮面のペイントをして踊
おど

る女性ダンスグループ

撮影地：ヌーク

撮影：岸
きし

上
がみ

伸
のぶ

啓
ひろ

　2008年8月

56

グリーンランド映画
え い が

グリーンランドには映画
え い が

の制作プロダクションがいくつかあります。グリーンラン

ド人の映画監督
かんとく

マリク・クライストは、2011年に約4千万円をかけて、実際にグ

リーンランドではその存在
そんざい

を信じる人も多いといわれる 超自然的
ちょうしぜんてき

力をもつ山の

精霊
せいれい

"Qivittut"が、山に遊びに来た若者
わかもの

を次々と殺していくという映画を製作し

ました。これはグリーンランド人が製作した最初のホラー映画として、グリーンラ

ンドでは高い評価を受けています。しかし、人口5万7千人あまりのグリーンラン

ド社会で市場を開拓
かいたく

し、収益
しゅうえき

をあげることは容易ではありません。
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57

冒険家
ぼ う け ん か

　植村
うえむら

直
なお

己
み

植村
うえむら

直
なお

己
み

（1941－1984）は、日本を代表する登山家、冒険家
ぼ う け ん か

として知られる人

物です。植村は、1972年にグリーンランドのシオラパルクに9カ月間滞在
たいざい

し、グ

リーンランド人から犬ぞりや狩猟
しゅりょう

など北極
ほっきょく

圏
けん

を冒険するために必要な極地生活

の技術を学びました。そして、1974年12月から1976年5月まで1年半をかけてグ

リーンランドからアラスカまでの北極圏12000キロを犬ぞりで完走しました。ま

た、1978年4月には犬ぞりでの北極点単独到達
とうたつ

に成功し、さらに同年、グリー

ンランドを犬ぞりで縦断
じゅうだん

しました。

その後、長年の功績が認
みと

められ、1984年に日本で国民栄誉
え い よ

賞を受賞しまし

た。また同年、デンマーク政府は彼
かれ

の功績をたたえ、1978年グリーンランド縦

断時の終点であったヌナタック山を新たに「ヌナタック・ウエムラ」と命名しまし

た。

北極点単独犬ゾリ遠征
えんせい

に出発する

前、カナダ・エルズメア島のアラート

キャンプでの植村さん

撮影：1978年2月

　（読売新聞社提供
ていきょう

）

58

グリーンランドに生きる日本人　大島
おおしま

育雄
い く お

グリーンランドには「グリーンランド人よりもグリーンランド人らしい」といわれて

いる日本人が住んでいます。大島
おおしま

育
いく

雄
お

（1947－）は、1972年に植村
うえむら

直
なお

己
み

が当

時住んでいたグリーンランドのシオラパルクに行き、植村とともに村人から犬ぞ

りや狩猟
しゅりょう

の技術を学びました。1974年に現地のグリーンランド人女性と結婚
けっこん

し

た後、そのままシオラパルクに残ることを決心し、それ以来、彼
かれ

はハンターとし

て生きています。大島は狩
か

りが大変うまく、村人から一目置かれる存在
そんざい

です。

大島育雄を紹介
しょうかい

した書籍
しょせき

『地球最

北に生きる日本人』（武田
た け だ

剛
つよし

著）

59

日本の食卓
しょくたく

にならぶグリーンランド産

のエビ

グリーンランドは四方を海に囲まれ、エビやタラ、オヒョウ、サケなど豊かな水

産資源
し げ ん

に恵
めぐ

まれています。そのため、漁業と水産加工業がグリーンランドの主

要産業となっています。グリーンランドから日本への水産物の輸出量は、EUに

次
つ

いで第2位です。とくに日本はグリーンランドからアマエビ（ホンホッコクアカエ

ビ）を大量に輸入しています。グリーンランド産のアマエビは日本のスーパーな

どで売られており、日本人の食卓
しょくたく

に上がっています。

日本のスーパーで売られているグ

リーンランド産のエビ

撮影地：札幌
さっぽろ

撮影：高橋
たかはし

美野
み の

梨
り

　2012年4月

岡正雄が1953年10月にビルケット＝

スミスに送った書状

（デンマーク国立博物館提供
ていきょう

）

日本とグリーンランド
のつながり

60

みんぱく所蔵
しょぞう

のグリーンランド資料 国立民族学博物館（みんぱく）は、グリーンランドの貴重な民族資料を所蔵
しょぞう

して

おり、それらは「旧東京大学理学部人類学教室資料」「日本民族学協会附属
ふ ぞ く

民

族学博物館資料」「植村
うえむら

直
なお

己
み

資料」の３つに分けることができます。前二者の

資料は、みんぱくの創設
そうせつ

にあたり、所蔵先の東京大学理学部と旧文部省史料

館から移管
い か ん

されたものです。

旧東京大学理学部人類学教室資料には、1927年にデンマーク国立博物館の

トムセンが、渋沢
しぶさわ

敬三
けいぞう

らの仲介
ちゅうかい

によって、東京帝国
ていこく

大学人類学教室の松村
まつむら

瞭
あきら

に贈
おく

ったグリーンランド資料およびデンマークの石器資料、約100点が含
ふく

まれ

ています。日本からはそのお返しとして、1929年に日本の石器やアイヌの儀礼
ぎ れ い

道具などがデンマーク国立博物館に贈られました。

日本民族学協会附属民族学博物館資料のグリーンランド資料は、1954年にデ

ンマーク国立博物館のカイ・ビルケット＝スミスから日本民族学協会の岡
おか

正雄
ま さ お

に贈られたものです。旧知の間柄
あいだがら

であった二人は1952年にウィーンで開催
かいさい

され

た国際会議で再会した際、資料を交換
こうかん

することを決めました。まず、1954年3月

にデンマーク国立博物館から日本民族学協会の岡のもとにグリーンランド資料

がとどき、同年7月に日本からデンマーク国立博物館へ日本の考古学資料など

が贈られました。

植村
うえむら

直
なお

己
み

資料には、グリーンランドから北極点に単独犬ぞりで到達した植村直

己によって収集
しゅうしゅう

された衣類や、現地で使用したテントやそりなどがあります。
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グリーンランドのイヌイットに関する書籍
しょせき

を4冊ご紹介
しょうかい

します。

『エスキモーになった日本人』大島
おおしま

育雄
い く お

著（文藝春秋／1989年）

『アマサリク－エスキモーと文明』ジェサン、R.著／宮治
み や じ

美江子
み え こ

訳（思索社／

1977年）

『地球最北に生きる日本人－イヌイット　大島育雄との旅―』武田
た け だ

剛
つよし

著（フレー

ベル館／2009年）

『極北の島グリーンランド－氷海のハンター、エスキモー（北海道立北方民族

博物館　第28回特別展図録）』北海道立北方民族博物館編(北海道立北方民

族博物館／2013年）

アラスカの極北
きょくほく

民
みん

「イヌピアット(イヌピアット)」と「ユピート(ユピック)」に関する書
しょ

籍
せき

を5冊ご紹介
しょうかい

します。

『エスキモー－極北の文化誌
し

（岩波新書）』宮岡
みやおか

伯人
おさひと

著（岩波書店／1987年）

『アラスカ・エスキモー（現代教養文庫）』祖父江
そ ふ え

孝男
た か お

著（社会思想社／1972年）

『クジラとともに生きる－アラスカ先住民の現在』岸上
きしがみ

伸啓
のぶひろ

著（臨川書店／2014

年）

『北の文化誌－雪氷圏
けん

に生きる人々』岡田
お か だ

宏明
ひろあき

著（アカデミア出版会／1994

年）

『北の民族誌－北太平洋文化の系譜
け い ふ

』岡田
お か だ

淳子
あ つ こ

著（アカデミア出版会／1999

年）

カナダのイヌイットに関する書籍
しょせき

を3冊ご紹介
しょうかい

します。

『カナダ・エスキモー（講談社文庫）』本多
ほ ん だ

勝一
かついち

著（講談社／1972年）

『イヌイット－「極北の狩猟
しゅりょう

民」のいま（中公新書）』岸上
きしがみ

伸啓
のぶひろ

著（中央公論新社

／2005年）

『北の国へ!! －NUNAVUT HANDBOOK』ジョン・アマゴアリクほか著（清水弘文

堂／2003年）

極北
きょくほく

地域
ち い き

の考古学について知りたい方には次の2冊をおすすめします。

『ツンドラの古代人』ドン・E・デュモン著／小谷
こ た に

凱宣
よしのぶ

訳（学生社／1982年）

『ツンドラの考古学－カナダ・エスキモーの古代文化』ロバート・マッギー著／ス

チュアートヘンリ訳（雄山閣／1982年）

イヌイットのことばに関する専門
せんもん

書を2冊ご紹介
しょうかい

します。

『エスキモーの言語と文化』宮岡
みやおか

伯人
おさひと

著（弘文堂／1978年）

『北のことばフィールド・ノート－18の言語と文化』津曲
つまがり

敏郎
としろう

編著（北海道大学

図書刊行会／2003年）

『エスキモーの言語と文化』

64

極北地域
きょくほくちいき

の考古学についての本

62

アラスカの極北
きょくほく

民
みん

についての本

63

カナダのイヌイットについての本

『ツンドラの考古学－カナダ・エスキ
モーの古代文化』

65

イヌイットのことばについての本

61

グリーンランドのイヌイットについての
本関連書籍

しょせき

の紹介
しょうかい 『エスキモーになった日本人』

『クジラとともに生きる　アラスカ先住
民の現在』

『北の国へ!! －NUNAVUT
HANDBOOK』
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